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【展示構成】

東泉院の明治維新
六所良邑とその時代

本展示は、日本学術振興会科学研究費助成事業基盤研究（Ｂ）「両部神道の伝播と継承に関する総合的研究」
（研究代表者：伊藤聡（茨城大学教授）、令和３～７年度）の成果の一部である。

ろくしょよしさと

霊簿と神鏡（富士山東泉院関係資料）　明治 15年（1882）
　平成 25年（2013）まで残されていた旧六所邸の式台玄関に接続する４畳間を挟んだ 8畳間の奥には、霊屋と呼ばれる場所が存在していた。
霊屋とは仏教における仏壇と同様に、神道式に代々の先祖を祀るためのスペースであり、霊屋の扉の中には先祖の依代としての神鏡と、東泉院
の歴代住持の名前を記した霊簿が掲げられていた。霊簿の裏面には、東泉院最後の住持であり、六所家初代の良邑が明治 15年 12 月にしつらえ
たことが記されている。
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